




















8･ アモルファスGd2Ni お よびGd2Coの磁気特性
深 川 智 機
アモルファスGd64.7Co35,3, Gd2Niの磁化の温度変化および,高磁場帯磁率の温度変化を
測定し,解析したところ,次のようなことがわかった｡
1･ a-Gd64.7Co35.3の磁化および高磁場帯磁率の温度変化はスピン波のT3/2項の他に,バ
ンドによるT2項を加えた式で表せる｡このサンプルはインバーであり,他のFe系インバ
ーの結果と同じであることから,このサンプルもr2項がインバーの原因であると考えられ
る｡
2.非インバーである,a-Gd2Niの磁化および高磁場帯磁率の温度変化はスピン波のT3/2
項のみで表せる｡これは,a-Gd68Cu32, a-Gd40Ag6｡,a-Gd8｡Au2｡と同じであり,
これらは,同じような Ht:A.isenberg的な系であるといえる.
3. a-Gd6｡,7Co35.3はa-Gd2Niに比べ,高磁場帯磁率が小さいが,これは前者がフェリ
磁性であり,CoモーメントがGdによる反強磁性的分子場により誘起されているためである｡
4. a-Gd2Niにおいて,スピン波スティフネス定数Dの磁場依存性は現れない｡
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